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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月16日(2010.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象画像中の特定領域の色を前記特定領域に適した色に補正する画像処理装置であって
、
　前記対象画像を取得する対象画像取得部と、
　明度指標値を有する第１の色空間において、前記特定領域を代表する明度代表値を取得
するとともに、明度指標値を有さず複数の色成分値を有する第２の色空間において、前記
特定領域を代表する複数の色成分代表値を取得する、代表値取得部と、
　前記代表値取得部により取得された前記明度代表値と前記色成分代表値とに基づいて、
前記特定領域の色を補正する特定領域色補正部と、
　を備え、
　前記特定領域色補正部は、
　前記第１の色空間において前記明度指標値を変更することにより、前記特定領域の明度
を補正する第１の明度補正部と、
　前記第２の色空間において前記複数の色成分値を変更することにより、前記特定領域の
明度を補正する第２の明度補正部と、
　前記明度代表値に基づいて、前記第１の明度補正部における第１の明度補正量と、前記
第２の明度補正部における第２の明度補正量と、のそれぞれを設定する明度補正量設定部
とを有する、
　画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１記載の画像処理装置であって、
　前記明度補正量設定部は、
　前記色成分代表値により表される代表色の前記第２の明度補正部による補正結果に応じ
た前記第１と第２の明度補正量の再調整を、前記補正による前記代表色のカラーバランス
の変化量が予め定められた許容範囲内となるまで繰り返す、
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　画像処理装置。
【請求項３】
　請求項２記載の画像処理装置であって、
　前記明度補正量設定部は、前記再調整の最初の繰り返しにおいて、前記第１の明度補正
量を０に設定する、画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか記載の画像処理装置であって、
　前記特定領域色補正部は、
　前記明度代表値と前記色成分代表値とに基づいて、前記特定領域の明度の変化を抑制し
つつカラーバランスを補正するためのカラーバランス補正量を取得するカラーバランス補
正量取得部と、
　前記第２の色空間において、前記カラーバランス補正量に基づいて前記複数の色成分値
を変更することにより前記特定領域のカラーバランスを補正するカラーバランス補正部と
、
　を有する、画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像処理装置
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